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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンテンツを記憶するコンテンツ記憶部と、
　前記複数のコンテンツの少なくとも一部を関連付けた複数のプレイリストを記憶するプ
レイリスト記憶部と、
　前記プレイリスト記憶部に記憶されている複数のプレイリストのうち、第１のプレイリ
ストに属する複数のコンテンツを順次再生する再生部と、
　前記再生部が再生中のコンテンツと関連する少なくとも１以上の第１候補コンテンツを
前記コンテンツ記憶部から抽出する候補コンテンツ抽出部と、
　抽出された前記第１候補コンテンツが属する第２のプレイリストを前記プレイリスト記
憶部から抽出するプレイリスト抽出部と、
　前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第２のプレイ
リストに切り替えるプレイリスト切り替え部と、
を備え、
　前記第１候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されているいずれのプレイ
リストにも属していない場合には、
　前記候補コンテンツ抽出部は、前記いずれのプレイリストにも属していない第１候補コ
ンテンツと関連する少なくとも１以上の別の第２候補コンテンツを前記コンテンツ記憶部
から抽出し、
　前記プレイリスト抽出部は、前記第２候補コンテンツが属する第４のプレイリストを前
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記プレイリスト記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト切り替え部は、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプ
レイリストから前記第４のプレイリストに切り替える情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１候補コンテンツおよび前記第２候補コンテンツを少なくとも表示する表示部を
さらに備え、
　前記プレイリスト切り替え部は、前記表示部に表示された前記第１候補コンテンツがユ
ーザにより選択された場合に、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイ
リストから前記第２のプレイリストに切り替え、
　前記表示部に表示された前記第２候補コンテンツがユーザにより選択された場合に、前
記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第４のプレイリス
トに切り替える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記再生部は、前記プレイリスト切り替え部により前記第２のプレイリストに切り替え
られた場合、前記再生中のコンテンツの再生終了後に前記第１候補コンテンツの再生を開
始し、
　前記プレイリスト切り替え部により前記第４のプレイリストに切り替えられた場合、前
記再生中のコンテンツの再生終了後に前記第２候補コンテンツの再生を開始する、請求項
１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記候補コンテンツ抽出部は、前記コンテンツの特徴量に基づいて前記第１候補コンテ
ンツを抽出する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記候補コンテンツ抽出部は、前記再生中のコンテンツと特徴量の差分が大きいコンテ
ンツを、前記第１候補コンテンツとして抽出する、請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記再生部により再生された複数のコンテンツの再生履歴を一覧表示する表示部をさら
に備える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記再生部により再生された複数のコンテンツの再生履歴に基づいて、新しいプレイリ
ストを生成する履歴プレイリスト生成部をさらに備える、請求項１に記載の情報処理装置
。
【請求項８】
　前記候補コンテンツ抽出部はさらに、前記再生部により過去に再生された１のコンテン
ツと関連する少なくとも１以上のコンテンツを履歴候補コンテンツとして、前記コンテン
ツ記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト抽出部は、前記履歴候補コンテンツが属する第３のプレイリストを前
記プレイリスト記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト切り替え部は、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプ
レイリストから前記第３のプレイリストに切り替える、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記第１候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されているいずれのプレイ
リストにも属していない場合には、
　少なくとも前記第１候補コンテンツの特徴量に基づいて、前記第１候補コンテンツを含
む複数のコンテンツを関連付けた第５のプレイリストを生成する新プレイリスト生成部を
さらに備え、
　前記プレイリスト切り替え部は、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプ
レイリストから前記第４のプレイリストまたは前記第５のプレイリストに切り替える、請
求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１０】



(3) JP 4577412 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

　前記新プレイリスト生成部は、前記第１候補コンテンツおよび前記再生部により過去に
再生された少なくとも１以上のコンテンツの特徴量に基づいて、前記第５のプレイリスト
を生成する、請求項９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　プレイリスト記憶部に記憶されている複数のプレイリストのうち、第１のプレイリスト
に属する複数のコンテンツを順次再生する再生ステップと、
　コンテンツ記憶部に記憶されている複数のコンテンツから、再生中のコンテンツと関連
する少なくとも１以上の第１候補コンテンツを抽出する候補コンテンツ抽出ステップと、
　前記第１候補コンテンツが属する第２のプレイリストを、前記プレイリスト記憶部から
抽出するプレイリスト抽出ステップと、
　再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第２のプレイリストに切り
替える、プレイリスト切り替えステップと、
　を含む情報処理方法において、
　前記第１候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されているいずれのプレイ
リストにも属していない場合には、
　前記候補コンテンツ抽出ステップにおいて、前記いずれのプレイリストにも属していな
い第１候補コンテンツと関連する少なくとも１以上の別の第２候補コンテンツを前記コン
テンツ記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト抽出ステップにおいて、前記第２候補コンテンツが属する第４のプレ
イリストを前記プレイリスト記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト切り替えステップにおいて、前記再生部が再生するプレイリストを、
前記第１のプレイリストから前記第４のプレイリストに切り替える情報処理方法。
【請求項１２】
　プレイリスト記憶部に記憶されている複数のプレイリストのうち、第１のプレイリスト
に属する複数のコンテンツを順次再生する再生処理と、
　コンテンツ記憶部に記憶されている複数のコンテンツから、再生中のコンテンツと関連
する少なくとも１以上の第１候補コンテンツを抽出する候補コンテンツ抽出処理と、
　前記第１候補コンテンツが属する第２のプレイリストを、前記プレイリスト記憶部から
抽出するプレイリスト抽出処理と、
　再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第２のプレイリストに切り
替える、プレイリスト切り替え処理と、
　をコンピュータに実行させる情報処理プログラムにおいて、
　前記第１候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されているいずれのプレイ
リストにも属していない場合には、
　前記候補コンテンツ抽出処理において、前記いずれのプレイリストにも属していない第
１候補コンテンツと関連する少なくとも１以上の別の第２候補コンテンツを前記コンテン
ツ記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト抽出処理において、前記第２候補コンテンツが属する第４のプレイリ
ストを前記プレイリスト記憶部から抽出し、
　前記プレイリスト切り替え処理において、前記再生部が再生するプレイリストを、前記
第１のプレイリストから前記第４のプレイリストに切り替える情報処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理方法および情報処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　大量の楽曲情報が収録される音楽プレイヤーは通常、ユーザが好みの楽曲を聴くことが
できるようにプレイリストを生成する機能を備えている。ユーザは、任意の楽曲を選択し
てプレイリストを生成することができる。また音楽プレイヤーが、楽曲に付加された、例
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えば、タイトル名、アーティスト名、ジャンル、発売年などの拡張情報に基づいて、自動
でプレイリストを生成することもできる。
【０００３】
　最近では、音楽プレイヤーは、楽曲に付加された拡張情報を利用することなく、例えば
特許文献１のように楽曲のメタデータを分析し、分析結果から自動的にプレイリストを生
成することもできる。特許文献１には、楽曲のメタデータを例えば、周波数特性、分布、
周期などの判断基準に基づいて分析し、例えば、楽曲の雰囲気、ジャンルなどの特徴にし
たがってプレイリストを生成する技術が開示されている。これにより、例えば、楽曲にア
ーティスト名等の拡張情報が付加されていない場合においても、音楽プレイヤーは自動で
プレイリストを生成することができる。この結果ユーザは、アーティスト名などの拡張情
報を音楽プレイヤーに入力する手間を省くことができる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３０２９８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の音楽プレイヤーは、一度プレイリストが生成されると、同じプレイリス
ト内の楽曲を順次再生する。したがって、再生中のプレイリストのすべての楽曲が再生終
了してプレイリストが自動で切り替わるか、もしくはユーザが手動でプレイリストを切り
替えなければ、別のプレイリストが再生される機会は少ない。したがって、ユーザは、一
度あるプレイリストを聴き始めると、他のプレイリストへ切り替える契機が薄く、複数の
プレイリスト間に存在する楽曲を聴く機会が少なくなってしまうという問題があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異なるプレイリストへ誘導することが可
能な、新規かつ改良された情報処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、複数のコンテンツを記憶する
コンテンツ記憶部と、前記複数のコンテンツの少なくとも一部を関連付けた複数のプレイ
リストを記憶するプレイリスト記憶部と、前記プレイリスト記憶部に記憶されている複数
のプレイリストのうち、第１のプレイリストに属する複数のコンテンツを順次再生する再
生部と、前記再生部が再生中のコンテンツと関連する少なくとも１以上の候補コンテンツ
を前記コンテンツ記憶部から抽出する候補コンテンツ抽出部と、前記抽出された候補コン
テンツが属する第２のプレイリストを前記プレイリスト記憶部から抽出するプレイリスト
抽出部と、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第２
のプレイリストに切り替えるプレイリスト切り替え部と、を備える情報処理装置が提供さ
れる。
【０００８】
　かかる構成によれば、候補楽曲抽出部は、再生部が再生中のコンテンツに関連する候補
コンテンツをコンテンツ記憶部から抽出することができる。またプレイリスト抽出部は、
前記抽出された候補コンテンツが属する第２のプレイリストをプレイリスト記憶部から抽
出することができる。またプレイリスト切り替え部は、再生部が再生するプレイリストを
、再生中の第１のプレイリストから第２のプレイリストに切り替えることができる。
【０００９】
　情報処理装置はまた、前記候補コンテンツを少なくとも表示する表示部をさらに備え、
前記プレイリスト切り替え部は、前記表示部に表示された前記候補コンテンツがユーザに
より選択された場合に、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリスト
から前記第２のプレイリストに切り替えることもできる。
【００１０】
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　また、前記再生部は、前記プレイリスト切り替え部によりプレイリストが切り替えられ
た場合、前記再生中のコンテンツの再生終了後に前記候補コンテンツの再生を開始するこ
ともできる。
【００１１】
　また、前記候補コンテンツ抽出部は、前記コンテンツの特徴量に基づいて前記候補コン
テンツを抽出することもできる。
【００１２】
　また、前記候補コンテンツ抽出部は、前記再生中のコンテンツと特徴量の差分が大きい
コンテンツを、前記候補コンテンツとして抽出することもできる。
【００１３】
　情報処理装置はまた、前記再生部により再生された複数のコンテンツの再生履歴を一覧
表示する表示部をさらに備えることもできる。
【００１４】
　情報処理装置はまた、前記再生部により再生された複数のコンテンツの再生履歴に基づ
いて、新しいプレイリストを生成する履歴プレイリスト生成部をさらに備えることもでき
る。
【００１５】
　前記候補コンテンツ抽出部はさらに、前記再生部により過去に再生された１のコンテン
ツと関連する少なくとも１以上のコンテンツを履歴候補コンテンツとして、前記コンテン
ツ記憶部から抽出し、前記プレイリスト抽出部は、前記履歴候補コンテンツが属する第３
のプレイリストを前記プレイリスト記憶部から抽出し、前記プレイリスト切り替え部は、
前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第３のプレイリ
ストに切り替えることもできる。
【００１６】
　また、前記候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されているいずれのプレ
イリストにも属していない場合には、前記候補コンテンツ抽出部は、前記いずれのプレイ
リストにも属していない候補コンテンツと関連する少なくとも１以上の別の候補コンテン
ツを前記コンテンツ記憶部から抽出し、前記プレイリスト抽出部は、前記抽出された別の
候補コンテンツが属する第４のプレイリストを前記プレイリスト記憶部から抽出し、前記
プレイリスト切り替え部は、前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリ
ストから前記第４のプレイリストに切り替えることもできる。
【００１７】
　情報処理装置はまた、前記候補コンテンツが、前記プレイリスト記憶部に記憶されてい
るいずれのプレイリストにも属していない場合には、少なくとも前記候補コンテンツの特
徴量に基づいて、前記候補コンテンツを含む複数のコンテンツを関連付けた第５のプレイ
リストを生成する新プレイリスト生成部をさらに備え、前記プレイリスト切り替え部は、
前記再生部が再生するプレイリストを、前記第１のプレイリストから前記第５のプレイリ
ストに切り替えることもできる。
【００１８】
　また、前記新プレイリスト生成部は、前記候補コンテンツおよび前記再生部により過去
に再生された少なくとも１以上のコンテンツの特徴量に基づいて、前記第５のプレイリス
トを生成することもできる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明によれば、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異な
るプレイリストへ誘導することが可能な、新規かつ改良された情報処理装置、情報処理方
法および情報処理装置に用いられるプログラムを提供することにある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
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なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２１】
　なお、以下の実施形態においては、情報処理装置として、複数の楽曲情報（コンテンツ
）が収録された音楽プレイヤーを中心に説明するが、本発明はこれに限定されるものでは
ない。例えば、ラジオ放送、ニュース情報、動画情報などの楽曲情報以外の様々なコンテ
ンツを収録している場合にも適用することができる。また、種々のコンテンツを記憶・処
理することができ情報処理装置、例えば、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、携帯電話、テレビゲーム装置などに
適用することもできる。
【００２２】
　（第１実施形態）
　（情報処理装置１００の構成）
　まず、本発明の第１実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成について説明する。
図１は、第１実施形態に係る情報処理装置１００の機能ブロック図である。
【００２３】
　図１に示すように、本実施形態に係る情報処理装置１００は主に、楽曲データベース１
０２、プレイリストデータベース１０４、特徴量解析部１０６、プレイリスト分類部１０
８、楽曲再生部１１０、表示部１１２、再生候補抽出部１１４、プレイリスト切り替え部
１１６を含む。
【００２４】
　楽曲データベース１０２は、楽曲データをファイル形式にした楽曲ファイルが保存され
るものであり、コンテンツ記憶部として機能する。楽曲ファイルは、楽曲を例えば、ＭＰ
３、ＡＴＲＡＣ等の規格でエンコードしたものである。ユーザは、例えば、ＣＤ（Ｃｏｍ
ｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）、ＷＥＢ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）などから楽曲ファイル
をダウンロード等することにより、楽曲データを楽曲データベース１０２に保存すること
ができる。楽曲ファイルには、楽曲の他に、当該楽曲を歌ったり演奏したりするアーティ
スト名、当該楽曲が収録されているシングルまたはアルバム名、再生時間、作詞者名、作
曲者名、発売年、ジャンル等の楽曲に関する基本情報が、拡張情報として付加されている
。このような拡張情報は通常、楽曲製作者等が楽曲の製作時等に付加することができる。
また、ユーザは、情報処理装置１００の操作入力部（図示せず）を介して、直接拡張情報
を入力・更新することも可能である。
【００２５】
　プレイリストデータベース１０４は、少なくとも１以上の楽曲を関連付けたプレイリス
トが保存されるものであり、プレイリスト記憶部として機能する。ここで、プレイリスト
とは、種々の観点から少なくとも１以上の楽曲を選曲して１つのグループとして関連付け
た情報をいう。プレイリストは、本実施形態に係る情報処理装置１００によって種々の観
点で生成されることができる。例えば、後述するプレイリスト分類部１０８は、拡張情報
に基づいて、複数の楽曲ファイルを例えば、アーティスト名毎、アルバム名毎、発売年毎
などに分類してプレイリストを生成することができる。また、後述する特徴量解析部１０
６による楽曲ファイルの特徴量解析結果に基づいて、プレイリスト分類部１０８が複数の
楽曲ファイルをそれぞれ最適なプレイリストに分類することもできる。さらに、ユーザが
情報処理装置１００の操作入力部を介して好みの楽曲を選曲することにより、ユーザ独自
のプレイリストを生成することも可能である。
【００２６】
　特徴量解析部１０６は、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲の特徴量を解析
する。「特徴量」とは、コンテンツの特徴を数値化したものであり、楽曲を構成するメタ
データの解析結果に基づいて決定される当該楽曲自体の特徴（ジャンル、雰囲気）を表す
。特徴量解析部１０６は、例えば特開２００３－３０２９８８号公報で公開されている技
術を用いて、楽曲の特徴量を解析することができる。特徴量解析部１０６は、楽曲を構成
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するメタデータを解析することにより、例えば、周波数特性、分布、周期、ビード、コー
ド、曲構造などの特徴量を検出することができる。特徴量解析部１０６は、解析結果の情
報を当該楽曲ファイルに付加しておく。この結果、本実施形態に係る情報処理装置１００
は、例えば、アーティスト名、アルバム名、発売年などの拡張情報を有していない楽曲フ
ァイルに対しても、特徴量に基づいて自動でプレイリストを生成することが可能である。
【００２７】
　プレイリスト分類部１０８は、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲を任意の
プレイリストに分類し、または楽曲データベース１０２に保存されている複数の楽曲を関
連付けた新しいプレイリストを生成する。プレイリスト分類部１０６は、例えば、楽曲フ
ァイルに付加されている拡張情報に基づいてプレイリストを生成等することができる。拡
張情報には例えば、アーティスト名、アルバム名、発売年等の情報が含まれている。した
がって、プレイリスト分類部１０６は、複数の楽曲ファイルを例えば、アーティスト名毎
、アルバム名毎、発売年毎などに分類してプレイリストを生成することができる。プレイ
リスト分類部１０８はまた、上述された特徴量解析部１０６により解析された特徴量に基
づいてプレイリストを生成等することもできる。すなわち、拡張情報を有していない楽曲
ファイルに対しても、特徴量解析結果に基づいて、プレイリストを生成等することができ
る。プレイリスト分類部１０８はさらに、ユーザによる入力情報に基づいて楽曲を所定の
プレイリストに分類し、または複数の楽曲を関連付けた新しいプレイリストを生成するこ
ともできる。すなわち、ユーザが報処理装置１００の操作入力部（図示せず）を介して好
みの楽曲を選択することにより、プレイリスト分類部１０８は、ユーザの入力情報に基づ
いてプレイリストを生成等することができる。したがって、ユーザは、楽曲の特徴、アー
ティスト名などに関わらず、自分の好きな複数の楽曲を関連付けたプレイリストを生成す
ることも可能である。
【００２８】
　このように、本実施形態に係る情報処理装置１００は、楽曲データベース１０２に保存
されている楽曲ファイルを所定のプレイリストに分類し、または複数の楽曲を関連付けた
新しいプレイリストを生成することができる。なお、どのような観点からプレイリストを
生成等するかは、プレイリスト分類部１０８が自動で決定することも、ユーザが任意に選
択することもできる。また、プレイリストへの分類、プレイリストの生成に関する上記の
説明は、本実施形態を説明する上での一例であり、これに限定されるものではない。例え
ば、拡張情報は、レコード会社、邦楽、洋楽などの上記事項以外の拡張情報を含むことも
可能である。
【００２９】
　楽曲再生部１１０は、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲を、音声出力部（
図示せず）を介して音声出力するものであり、再生部として機能する。楽曲再生部１１０
は、ユーザにより例えば、再生ボタンなどの操作入力部（図示せず）が押された場合に、
楽曲の再生を開始する。また、再生中の楽曲があるプレイリストに属している場合には、
当該プレイリストに含まれている楽曲を順次再生する。なお、本実施形態において再生部
１１０が再生中のプレイリストは、本発明の第１のプレイリストに相当するものである。
【００３０】
　表示部１１２は、楽曲再生部１１０が再生している楽曲の拡張情報、ジャケット写真、
プレイリスト名などを表示するものである。表示部１１２は、例えばＣＲＴ（Ｃａｔｈｏ
ｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）、液晶表示装置、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃ
ｅｎｃｅ）表示装置等からなる。表示部１１２はまた、例えばタッチパネル機能を備える
こともでき、ユーザからの各種入力を受け付ける操作入力部としての機能を備えることも
できる。
【００３１】
　再生候補抽出部１１４は、主に候補楽曲抽出部１１８と、プレイリスト抽出部１２０と
を含んで構成される。候補楽曲抽出部１１８は、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲の次に
再生する楽曲の候補を、候補楽曲として楽曲データベース１０２から抽出する。なお、候
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補楽曲抽出部１１８は、本発明の候補コンテンツ抽出部として機能するものである。プレ
イリスト抽出部１２０は、候補楽曲抽出部１１８が抽出した候補楽曲が属するプレイリス
トを候補プレイリストとして、プレイリストデータベース１０４から抽出するものである
。なお、本実施形態においてプレイリスト抽出部１２０が抽出した候補プレイリストは、
本発明の第２のプレイリストに相当するものである。また、「候補楽曲」とは、再生中の
楽曲と関連し、かつ再生中の楽曲が属するプレイリストに属していない楽曲を意味する。
また再生候補抽出部１１４は、候補楽曲および当該候補楽曲が属する候補プレイリストを
表示部１１２に通知する。これにより、表示部１１２は、再生中の楽曲に関する情報のみ
ならず、再生候補抽出部１１４により抽出された候補楽曲および候補プレイリストを表示
することができる。この結果ユーザは、現在再生中の楽曲が属しているプレイリスト（第
１のプレイリスト）のみではなく、現在再生中の楽曲と関連する楽曲が属している別のプ
レイリスト（第２のプレイリスト）を、視覚的に認識することができる。なお、候補楽曲
抽出部１１８による候補楽曲の抽出例および表示部１１２による表示例は後述される。
【００３２】
　プレイリスト切り替え部１１６は、楽曲再生部１１０が再生するプレイリストを、現在
再生中のプレイリスト（第１のプレイリスト）からプレイリスト抽出部１２０が抽出した
候補プレイリスト（第２のプレイリスト）に切り替えるものである。プレイリスト切り替
え部１１６は、例えば、楽曲再生部１１０が同一のプレイリストを所定時間再生した場合
に、自動的に候補プレイリストに切り替えることができる。プレイリスト切り替え部１１
６はまた、例えば、ユーザが操作入力部などを介して、楽曲再生部１１０が再生する次の
曲として候補楽曲抽出部１１８により抽出された候補楽曲を選択した場合に、候補プレイ
リストに切り替えることもできる。なお、プレイリスト切り替え部１１６による候補プレ
イリストへの切り替えについては以下の動作例において詳述される。
【００３３】
　以上第１実施形態に係る情報処理装置１００の機能構成について説明した。次に本実施
形態に係る情報処理装置１００のプレイリストの切り替えの動作例について説明する。
【００３４】
　（プレイリスト切り替えの動作例）
　図２は、楽曲再生部１１０によるプレイリストの再生および候補楽曲抽出部１１８によ
る候補楽曲の抽出の一例を説明する概念図である。
【００３５】
　図２に示すように、楽曲再生部１１０は、現在楽曲Ａ３を再生中である。楽曲Ａ３は、
プレイリストＡに属している。プレイリストＡは、楽曲Ａ３の他に楽曲Ａ１、Ａ２、Ａ４
、Ａ５、Ａ６などを含んでいる。従って楽曲再生部１１０は、本来楽曲Ａ３の再生終了後
には、楽曲Ａ４、Ａ５、Ａ６と順次プレイリストＡに属している楽曲を再生していく。こ
こで本実施形態に係る情報処理装置１００は、上述されたように、候補楽曲抽出部１１８
が、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲に関連する少なくとも１以上の候補楽曲を楽曲デー
タベース１０２から抽出する。図２に示す例では、候補楽曲抽出部１１８は、現在再生中
の楽曲Ａ３に関連する楽曲Ｂ１およびＣ１を抽出している。また上述したように、抽出さ
れた候補楽曲Ｂ１およびＣ１は、表示部１１２によって再生中の楽曲Ａ３および次に再生
される予定の楽曲Ａ４とともに表示されることができる。これにより、ユーザは、現在再
生中の楽曲Ａ３の次に再生される楽曲Ａ４のほかに、再生中の楽曲Ａ３と関連する楽曲Ｂ
１およびＣ１を視覚的に認識することができる。
【００３６】
　候補楽曲抽出部１１８は、候補楽曲を種々の観点から抽出することができる。候補楽曲
抽出部１１８は、例えば、特徴量解析部１０６による特徴量解析結果に基づいて、再生中
の楽曲Ａ３に関連する楽曲を候補楽曲として抽出することができる。候補楽曲抽出部１１
８は、例えば、楽曲Ａ３の特徴量と類似する特徴量を有する楽曲を候補楽曲として抽出す
ることができる。図２に示す例で説明すると、プレイリストＡは例えば、拡張情報の１つ
であるアーティスト名を基準として、プレイリスト分類部１０８により生成されることが
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ある。このような場合においても、候補楽曲抽出部１１８は、楽曲Ａ３とは異なるアーテ
ィストの楽曲であるが、再生中の楽曲Ａ３と特徴量が類似する楽曲Ｂ１、Ｃ１などを候補
楽曲として抽出することができる。これにより、ユーザは、現在再生中の楽曲Ａ３と曲の
雰囲気やジャンルが近いにも関わらず、別のプレイリストに属している楽曲Ｂ１またはＣ
１を次に再生する楽曲として選択することができる。すなわち、情報処理装置１００は、
ユーザに対して、現在再生中の楽曲Ａ３と曲の雰囲気やジャンルが類似する楽曲Ｂ１また
はＣ１を含む別のプレイリストを聴く機会を提供することができる。
【００３７】
　候補楽曲抽出部１１８は、逆に楽曲Ａ３の特徴量と大きく異なる特徴量を有する楽曲を
候補楽曲として抽出することもできる。これにより、情報処理装置１００は、ユーザに対
して、現在再生中の楽曲Ａ３と曲の雰囲気やジャンルが大きく異なる楽曲を含む別のプレ
イリストを聴く機会を提供することもできる。候補楽曲抽出部１１８が、どのような特徴
量を有する楽曲を候補楽曲として抽出するかは、自動またはユーザによる設定により任意
に変更することができる。たとえば、候補楽曲として、再生中の楽曲Ａ３と特徴量が類似
する楽曲Ｂ１と、再生中の楽曲Ａ３と特徴量が大きくことなる楽曲Ｃ１との両方を抽出し
、ユーザに選択の機会を提供することも可能である。
【００３８】
　候補楽曲抽出部１１８はまた、楽曲の拡張情報に基づいて、再生中の楽曲Ａ３に関連す
る楽曲を候補楽曲として抽出することもできる。図２に示す例で説明すると、プレイリス
トＡは例えば、特徴量解析部１０６によって検出された特徴量（楽曲の雰囲気やジャンル
）に基づいて、生成されることがある。このような場合においても、候補楽曲抽出部１１
８は、特徴量の関連性は低いが、再生中の楽曲Ａ３と同一のアーティスト名である楽曲Ｂ
１、Ｃ１などを候補楽曲として抽出することもできる。
【００３９】
　候補楽曲抽出部１１８はさらに、楽曲の拡張情報および特徴量解析部１０６による特徴
量解析結果に基づいて、再生中の楽曲Ａ３に関連する楽曲を候補楽曲として抽出すること
もできる。図２に示す例で説明すると、プレイリストＡは例えば、楽曲のジャンル、アー
ティスト名等に関わらず、ユーザが操作入力部を介して好みの楽曲を選択することにより
生成されることがある。このような場合においても、候補楽曲抽出部１１８は、再生中の
楽曲Ａ３と特徴量が近く、かつ同一のアーティスト名である楽曲Ｂ１、Ｃ１などを候補楽
曲として抽出することができる。
【００４０】
　このように候補楽曲抽出部１１８は、種々の観点から候補楽曲を抽出することができる
。なお、図２に示す例は、本実施形態を説明する上での一例であり、これに限定されるも
のではない。例えば、候補楽曲抽出部１１８は、３以上の候補楽曲を抽出することも当然
に可能である。
【００４１】
　次にユーザが表示部１１２に表示された候補楽曲Ｂ１を選択した場合の動作例について
説明する。図３は、ユーザがタッチパネル、操作ボタンなどの操作入力部を介して、候補
楽曲Ｂ１を選択した場合のプレイリストの切り替えの一例を示す説明図である。
【００４２】
　楽曲Ａ３が再生中に、ユーザが操作入力部を介して候補楽曲Ｂ１を次曲候補として選択
した場合、楽曲再生部１１０は、楽曲Ａ３の再生終了後に楽曲Ｂ１を再生することとなる
。ここで、楽曲Ｂ１は、楽曲Ｂ２、Ｂ３なども含んで構成されるプレイリストＢに属して
いる。したがって、プレイリスト切り替え部１１６は、楽曲再生部１１０が再生するプレ
イリストを、プレイリストＡからプレイリストＢに切り替える。したがって、楽曲再生部
１１０は、楽曲Ａ３の再生終了後、またはユーザが曲送りなどの操作入力をした場合に、
プレイリストＢに属する楽曲Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３などを順次再生していく。この結果ユーザ
は、楽曲Ａ３と関連する楽曲Ｂ１が属するプレイリストＢを聴くことができる。すなわち
、本実施形態に係る情報処理装置１００は、ユーザに対して、再生中のプレイリストＡか
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ら異なるプレイリストＢへ誘導することが可能である。
【００４３】
　その後、楽曲再生部１１０がプレイリストＢを再生中に、ユーザが別の候補楽曲を選択
した場合には、同様にプレイリスト切り替え部１１６が、当該候補楽曲が属するプレイリ
ストに切り替えることにより、楽曲再生部１１０は切り替え後のプレイリストを再生する
。例えば、候補楽曲抽出部１１８は、図４に示すように、プレイリストＢに属する楽曲Ｂ
３を再生中には、候補楽曲としてＤ１およびＥ１を抽出する。その後ユーザにより次曲候
補として候補楽曲Ｅ１が選択された場合、プレイリスト切り替え部１１６は、図５に示す
ように、楽曲再生部１１０が再生するプレイリストを、プレイリストＢからプレイリスト
Ｅに切り替える。したがって、楽曲再生部１１０は、楽曲Ｂ３の再生終了後には、プレイ
リストＥに属する楽曲Ｅ１、Ｅ２、Ｅ３などを順次再生していく。
【００４４】
　以上本実施形態に係る情報処理装置１００のプレイリストの切り替え動作について図２
～５を参照にして説明した。このように、本実施形態に係る情報処理装置１００は、プレ
イリストを動的に切り替えて再生することができ、ユーザに対して異なるプレイリストへ
自然に誘導することが可能である。
【００４５】
　（表示部１１２の表示例）
　次に表示部１１２における、再生中の楽曲および次曲候補として抽出された候補楽曲の
表示例について説明する。図６は、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲および候補楽曲抽出
部１１８により抽出された候補楽曲を表示する表示部１１２の表示の一例を示す説明図で
ある。
【００４６】
　図６に示すように、表示部１１２はＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）を利用した表示機能を備える。表示部１１２は主に、再生楽曲表示部６０２
と、次曲候補表示部６０４と、次曲候補選択部６０６とを含む。再生楽曲表示部６０２は
、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲の情報を表示する。次曲候補表示部６０４は、楽曲再
生部１１０が次に再生する楽曲の情報を表示する。次曲候補選択部６０６は、楽曲再生部
１１０が次に再生する候補楽曲の情報を表示する。
【００４７】
　図６に示す例では、再生楽曲表示部６０２は、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲Ａ１の
ジャケット写真および拡張情報を表示している。これによりユーザは、現在再生されてい
る楽曲Ａ１を視覚的に認識することができる。また、次曲候補表示部６０４は、再生中の
楽曲Ａ１と同じプレイリストＡに属し、楽曲Ａ１の次に再生される予定の楽曲Ａ２のジャ
ケット写真および楽曲情報を表示している。これによりユーザは、次に再生される予定の
楽曲Ａ２を視覚的に認識することができる。次曲候補選択部６０６は、楽曲Ａ１の次に再
生される予定の楽曲Ａ２と、候補楽曲抽出部１１８により抽出された候補楽曲Ｂ１および
Ｃ１の楽曲名を表示している。これによりユーザは、次に再生することができる候補楽曲
を視覚的に認識することができる。図６に示す例では、現在「ＴＨＥ　ＦＲＥＥＬＡＮ」
というアーティストの「Ｃａｓｔｌｅ」という楽曲が再生中であり、次に「Ｌｉｏｎ　Ｑ
ｕｅｅｎ」というアーティストの「Ａｆｒｉｃａｎ　ｓｏｎｇ」という楽曲が再生される
予定であることを、ユーザは視覚的に認識することができる。また、次曲には、「Ａｆｒ
ｉｃａｎ　ｓｏｎｇ」の代わりに、別のプレイリストに属する候補楽曲Ｂ１、Ｃ１を選択
することができることを、ユーザは視覚的に認識することができる。
【００４８】
　なお、図６は、表示部１１２の表示例を説明する上での一例であり、これに限定される
ものではない。例えば、再生楽曲表示部６０２と、次曲候補表示部６０４と、次曲候補選
択部６０６とを、図６とは異なる位置に配置することも当然に可能である。また、再生楽
曲表示部６０２および次曲候補表示部６０４は、ジャケット写真のみを表示することや、
ジャンル、作曲者名、再生時間などの他の拡張情報を表示することも当然に可能である。
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さらに、次曲候補選択部６０６は、楽曲名のみならずジャケット写真を表示することも当
然に可能である。さらに表示部１１２は、例えば操作入力部を介したユーザの操作により
、特定の画面を拡大（ズームイン）または縮小（ズームアウト）して表示することもでき
る。例えば、図６に示す、候補楽曲選択部６０６の表示部をズームインして表示すること
などもできる。
【００４９】
　次にユーザが表示部１１２の次曲候補選択部６０６に表示された候補楽曲を選択した場
合の表示例について説明する。図７は、ユーザが次曲候補選択部６０６に表示された候補
楽曲Ｂ１を選択した場合の表示部１１２の表示例の一例を示す説明図である。
【００５０】
　ユーザが、例えば、タッチパネル、操作ボタンなどの操作入力部を介して次曲候補選択
部６０６に表示されている候補楽曲Ｂ１を選択した場合、上述したように楽曲再生部１１
０は、楽曲Ａ１の再生終了後に楽曲Ｂ１を再生することとなる。このとき次曲候補表示部
６０４は、これまで表示していた楽曲Ａ２のジャケット写真から、ユーザにより選択され
た候補楽曲Ｂ１のジャケット写真に表示を切り替える。これにより、次に「Ｂｌｕｅ　Ｇ
ｉｒｌｓ」というアーティストの「Ｐｉｃｎｉｃ」という楽曲が再生される予定であるこ
とを、ユーザは視覚的に認識することができる。
【００５１】
　その後楽曲Ａ１の再生が終了し、楽曲再生部１１０が楽曲Ｂ１の再生を開始すると、表
示部１１２は、図８のように表示を変更する。図８に示すように、再生楽曲表示部６０２
は、楽曲Ａ１のジャケット写真から、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲Ｂ１のジャケット
写真に表示を切り替える。このとき、上述されたように、プレイリスト切り替え部１１６
は、楽曲再生部１１０が再生するプレイリストを楽曲Ａ１が属しているプレイリストＡか
ら、楽曲Ｂ１が属しているプレイリストＢへ切り替える。その結果、楽曲再生部１１０は
楽曲Ｂ１の再生終了後には、プレイリストＢに属する楽曲Ｂ２を再生することとなる。し
たがって、次曲候補表示部６０４は、図８に示すように、楽曲Ｂ１の次に再生される予定
の楽曲Ｂ２のジャケット写真を表示している。さらにこのとき、上述されたように、候補
楽曲抽出部１１８は、楽曲再生部１１０が再生中の楽曲Ｂ１に関連する候補楽曲Ｄ１およ
びＥ１を抽出する。したがって、次曲候補選択部６０６は、次に再生される予定の楽曲Ｂ
２と、候補楽曲抽出部１１８により抽出された候補楽曲Ｄ１およびＥ１の楽曲名を表示し
ている。これにより、現在「Ｂｌｕｅ　Ｇｉｒｌｓ」というアーティストの「Ｐｉｃｎｉ
ｃ」という楽曲が再生中であり、次に「Ｓｕｚｕｋｉ　Ｔａｒｏｕ」というアーティスト
の「ＬＯＶＥ」という楽曲が再生される予定であることを、ユーザは視覚的に認識するこ
とができる。また、次曲には、「ＬＯＶＥ」の代わりに、別のプレイリストに属する候補
楽曲Ｄ１、Ｅ１を選択することができることを、ユーザは視覚的に認識することができる
。
【００５２】
　図９は、表示部１１２による別の表示例を示す説明図である。本実施形態に係る表示部
１１２は、例えばサムネール表示モードを備え、ユーザは、操作入力部を介して当該サム
ネール表示モードを選択することができる。このとき、表示部１１２は、再生中のプレイ
リストおよび候補楽曲の属するプレイリストなどをサムネール表示することができる。例
えば図９に示す例では、表示部１１２は、現在再生中のプレイリストＡに含まれる楽曲Ａ
１～Ａ６を横一列にサムネール表示している。さらに表示部１１２は、再生中の楽曲Ａ１
に関連する候補楽曲Ｂ１およびＣ１がそれぞれ属するプレイリストＢおよびプレイリスト
Ｃに含まれる楽曲Ｂ１～Ｂ５およびＣ１～Ｃ５をそれぞれ横一列にサムネール表示してい
る。これにより、ユーザは、現在再生中のプレイリストで再生される今後の楽曲と、候補
楽曲Ｂ１またはＣ１を選択した場合に今後再生される楽曲を視覚的に認識することが可能
である。なお、図９に示す例では、サムネール表示として楽曲名のみを表示しているが、
これに限定されるものではない。例えば、ジャケット写真、アーティスト名、ジャンル等
の拡張情報も併せてサムネール表示することは当然に可能である。また、プレイリストに
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属する楽曲数などに応じて、表示部１１２は、自動的またはユーザによる操作により拡大
または縮小表示することも可能である。
【００５３】
　以上説明したように、第１実施形態に係る情報処理装置１００は、再生中の楽曲に関連
し、かつ再生中の楽曲のプレイリストに属していない楽曲を候補楽曲として抽出し、表示
部を介してユーザに認識させることができる。さらに第１実施形態に係る情報処理装置１
００は、ユーザが候補楽曲を選択した場合、これまでに再生していたプレイリストから、
候補楽曲が属しているプレイリストに切り替えることができる。すなわち、第１実施形態
に係る情報処理装置１００は、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異なるプレイ
リストへ誘導することが可能である。
【００５４】
　（第２実施形態）
　第２実施形態に係る情報処理装置２００は、楽曲再生部１１０が再生した楽曲を再生履
歴として管理し、当該再生履歴に基づいてプレイリスト切り替え、プレイリスト生成など
をする点で、第１実施形態に係る情報処理装置１００と異なる。したがって、この相違点
を中心に以下説明する。
【００５５】
　図１０は、第２実施形態に係る情報処理装置２００の機能構成を説明する機能ブロック
図である。なお、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲ファイルに基づいてプレ
イリストを生成等するための特徴量解析部１０６およびプレイリスト分類部１０８につい
ては、第１実施形態に係る情報処理装置１００と同一であるため、図１０においては省略
されている。
【００５６】
　図１０に示すように、第２実施形態に係る情報処理装置２００は、第１実施形態に係る
情報処理装置１００と比較して、再生履歴管理部２０２と履歴プレイリスト生成部２０４
とをさらに備える。再生履歴管理部２０２は、楽曲再生部１１０が再生した楽曲（以下、
再生履歴楽曲ともいう）を記憶するものである。また履歴プレイリスト生成部２０４は、
再生履歴管理部２０２が記憶している再生履歴に基づいて、新しいプレイリストを生成す
るものである。以下再生履歴楽曲を利用した、本実施形態の特徴的部分を中心に説明する
。
【００５７】
　（再生履歴管理部２０２）
　再生履歴管理部２０２は、上述のように楽曲再生部１１０で過去に再生された楽曲を再
生履歴として管理する。このとき再生履歴管理部２０２は、楽曲再生部１１０が再生した
楽曲のメタデータを保存するのではなく、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲
再生部１１０が再生した再生履歴楽曲の保存先を記憶しておくこともできる。これにより
、再生履歴管理部２０２は、表示部２０６で再生履歴を表示する際など必要に応じて、楽
曲データベース１０２から再生履歴楽曲の情報を取得することができる。ユーザが例えば
、操作入力部などを介して再生履歴表示モードなどを選択した場合、再生履歴管理部２０
２は、再生履歴楽曲ファイルを楽曲データベース１０２から取得し、当該再生履歴楽曲が
属するプレイリスト（以下、履歴プレイリストともいう）をプレイリストデータベース１
０４から取得する。その後、表示部２０６は、再生履歴管理部２０２が取得した再生履歴
楽曲および履歴プレイリストを表示することができる。
【００５８】
　以下に、ユーザにより再生履歴表示モードが選択された場合の表示部２０６の表示例を
、図１１を参照して説明する。図１１は、ユーザにより再生履歴表示モードが選択された
場合の表示部２０６の表示の一例を示す説明図である。
【００５９】
　図１１に示す一例では、楽曲再生部１１０は、これまでに楽曲Ａ１、Ａ２、Ｃ１、Ｂ１
、Ｂ２、Ｂ３、Ｅ１、Ｅ２を再生している。また楽曲再生部１１０は、現在楽曲Ｄ１を再
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生中であり、次に再生する予定の楽曲は楽曲Ｄ１と同じプレイリストＤに属する楽曲Ｄ２
を再生予定である。さらに候補楽曲抽出部２１２は、再生中の楽曲Ｄ１と関連する候補楽
曲Ｆ１およびＧ１を抽出している。ここでユーザにより、操作入力部などを介して再生履
歴表示モードなどが選択された場合、表示部２０６は、図１１に示すように、現在再生中
の楽曲Ｄ１および次曲候補の楽曲Ｄ２、Ｆ１、Ｇ１と、過去に再生した少なくとも１以上
の楽曲の履歴を一覧表示する。これにより、ユーザは自分が過去に聴いた楽曲を視覚的に
認識することができる。
【００６０】
　なお、図１１に示す例は、表示部２０６における履歴表示を説明する上での一例であり
、これに限定されるものではない。例えば、表示部２０６は、再生履歴楽曲の数に応じて
自動で表示範囲を調整することもできる。すなわち、表示部２０６は、再生履歴楽曲の数
が多い場合には、再生履歴をズームアウトして縮小表示して多くの再生履歴楽曲を表示す
ることができ、再生履歴楽曲の数が少ない場合には、再生履歴をズームインして拡大表示
することもできる。また、例えばユーザの操作入力に応じて、所定の再生履歴楽曲を拡大
表示することもでき、より多くの再生履歴を表示するために縮小表示することもできる。
さらに、表示部２０６は、図１１に示す例のように楽曲名を表示するだけでなく、ジャケ
ット写真、アーティスト名、ジャンルなどの拡張情報を併せて表示することも当然に可能
である。
【００６１】
　次に再生履歴を利用したプレイリストの切り替えについて図１２を参照して説明する。
図１２は、プレイリスト切り替え部２０８が、再生履歴に基づいて異なるプレイリストに
切り替える一例を示す説明図である。
【００６２】
　図１２に示すように、プレイリスト切り替え部２０８によりプレイリストが切り替えら
れながら、楽曲再生部１１０により楽曲Ａ１、Ａ２、Ｃ１、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｅ１、Ｅ
２、Ｄ１が再生され、現在プレイリストＤに属する楽曲Ｄ２が再生されている場合を仮定
する。ユーザは、再生履歴表示モードにおいて、例えば、タッチパネル、操作ボタンなど
の操作入力部を介して再生履歴楽曲の中から任意の楽曲を選択することができる。これは
、例えばユーザがもう一度過去に聴いた楽曲を聴きたい場合や、過去に聴いた楽曲の拡張
情報などを調べたい場合などに利用されることが想定される。図１２は、ユーザが再生履
歴楽曲の中から楽曲Ｂ２を選択した場合の例である。
【００６３】
　ユーザが再生履歴楽曲の中から楽曲Ｂ２を選択した場合、候補楽曲抽出部２１２は、選
択された楽曲Ｂ２と関連する少なくとも１以上の楽曲（以下履歴候補楽曲ともいう）を、
上述されたように特徴量や拡張情報などに基づいて楽曲データベース１０２から抽出する
。図１２に示す例では、候補楽曲抽出部２１２は、履歴候補楽曲Ｈ１を抽出している。さ
らにプレイリスト抽出部２１４は、履歴候補楽曲Ｈ１が属しているプレイリストＨを、プ
レイリストデータベース１０４から抽出する。このとき、表示部２０６は、ユーザが選択
した楽曲Ｂ２と関連する履歴候補楽曲Ｈ１と、履歴候補楽曲Ｈ１が属しているプレイリス
トＨを表示する。これによりユーザは、再生履歴楽曲の中から自分が興味を示した楽曲Ｂ
２に関連する楽曲Ｈ１および当該楽曲Ｈ１が属しているプレイリストＨを自動で認識する
ことができる。なお、本実施形態においてプレイリスト抽出部２１４によって抽出される
、履歴候補楽曲が属しているプレイリストは、本発明の第３のプレイリストに相当するも
のである。
【００６４】
　ここで、ユーザが履歴候補楽曲Ｈ１を選択した場合、再生中の楽曲Ｄ２の再生終了後、
またはユーザによる操作入力部を介した再生指示が入力された場合、楽曲再生部１１０は
楽曲Ｈ１の再生を開始する。また、楽曲Ｈ１は、楽曲Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４などから構成され
るプレイリストＨに属している。したがって、プレイリスト切り替え部２０８は、楽曲再
生部１１０が再生するプレイリストを、再生中のプレイリストＤ（第１のプレイリスト）
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からプレイリストＨ（第３のプレイリスト）に切り替える。その後、楽曲再生部１１０は
、プレイリストＨに属する楽曲Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３、Ｈ４などを順次再生していくこととな
る。同様にプレイリストＨを再生中に、過去に再生した楽曲Ｈ３を選択し、楽曲Ｈ３と関
連する楽曲Ｋ１が属するプレイリストＫに移行することもできる。
【００６５】
　このように、候補楽曲抽出部２１２は、任意の再生履歴楽曲に関連する楽曲を履歴候補
楽曲として楽曲データベース１０２から抽出することができる。また、プレイリスト抽出
部２１４は、履歴候補楽曲が属するプレイリストをプレイリストデータベース１０４から
抽出することができる。さらに、プレイリスト切り替え部２０８は、楽曲再生部１１０が
再生するプレイリスト（第１のプレイリスト）を、任意の再生履歴楽曲に関連する履歴候
補楽曲が属するプレイリスト（第３のプレイリスト）に切り替えることができる。これに
より、ユーザは再生履歴楽曲の中から自分が興味を示した楽曲と関連する楽曲が属するプ
レイリストを聴く機会を得ることができる。すなわち、第２実施形態に係る情報処理装置
は、再生履歴楽曲の中からユーザが興味を示した楽曲に基づいて、ユーザに対して、再生
中のプレイリストとは異なるプレイリストへ誘導することが可能である。
【００６６】
　（履歴プレイリスト生成部２０４）
　次に第２実施形態に係る履歴プレイリスト生成部２０４による新規プレイリストの生成
について、図１３を参照して説明する。図１３は、履歴プレイリスト生成部２０４による
新規プレイリストの生成を説明するための概念図である。
【００６７】
　図１３に示すように、プレイリスト切り替え部２０８によりプレイリストが切り替えら
れながら、楽曲再生部１１０により楽曲Ａ１、Ａ２、Ｃ１、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｅ１、Ｅ
２が再生され、現在プレイリストＤに属する楽曲Ｄ１が再生されている場合を仮定する。
図１３から、プレイリスト切り替え部２０８は、プレイリストＡ、プレイリストＣ、プレ
イリストＢ、プレイリストＥ、プレイリストＤの順にプレイリストを切り替え、楽曲再生
部１１０が、複数のプレイリストにまたがって楽曲を再生していることがわかる。これは
、例えばユーザが、第２実施形態に係る情報処理装置により提供された異なるプレイリス
トへの誘導に共感し、プレイリストの切り替えを行ったことが想定される。すなわち、こ
の複数のプレイリストをまたがって再生された楽曲は、ユーザの楽曲嗜好を表していると
も考えられる。
【００６８】
　ここで履歴プレイリスト生成部２０４は、楽曲再生部１１０が複数のプレイリストにま
たがって再生した楽曲から構成される新しいプレイリストを生成する。図１３に示す例で
は、履歴プレイリスト生成部２０４は、楽曲再生部１１０が複数のプレイリストにまたが
って再生した楽曲Ａ１、Ａ２、Ｃ１、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｅ１、Ｅ２、Ｄ１から構成され
るプレイリストＮを新たに自動で生成する。また、履歴プレイリスト生成部２０４は、生
成したプレイリストＮをプレイリストデータベース１０４に格納する。その後、楽曲再生
部１１０が新しい楽曲を再生するたびに、履歴プレイリスト生成部２０４は、自動でプレ
イリストＮを更新していくことができる。
【００６９】
　このようにして新たに生成されたプレイリストＮは、ユーザの楽曲嗜好を反映して生成
されたものといえる。したがって、ユーザは、今後楽曲再生部１１０が再生するプレイリ
ストとして、ユーザの楽曲嗜好を反映したプレイリストＮを選択することもできる。すな
わち、第２実施形態に係る情報処理装置２００は、再生履歴楽曲に基づいて新しいプレイ
リストを生成し、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異なる、ユーザの嗜好をよ
り反映したプレイリストへ誘導することが可能である。
【００７０】
　なお、図１３に示した例は、本実施形態を説明する上での一例であり、これに限定され
るものではない。例えば、履歴プレイリスト生成部２０４が自動でプレイリストを生成す
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るのみでなく、ユーザが再生履歴楽曲の中から任意の範囲を選択して新しいプレイリスト
を生成することも当然に可能である。この場合、ユーザは、再生履歴楽曲の中から気に入
らなかった楽曲のみを削除してプレイリストを生成し、または特に気に入った楽曲が再生
された範囲のみを選択してプレイリストを生成することもできる。また、このようにして
生成されたプレイリストは、例えば、携帯型音楽プレイヤー、ＰＤＡ、パーソナルコンピ
ュータなどの他の情報処理装置に転送することも当然に可能である。この場合、ユーザは
、本実施形態に係る情報処理装置２００により生成された、ユーザの嗜好をより反映した
プレイリストを、他の情報処理装置などで再生して聴くこともできる。
【００７１】
　以上説明したように、第２実施形態に係る情報処理装置２００は、再生履歴管理部２０
２が再生履歴楽曲を管理し、表示部２０６を介してユーザに再生履歴楽曲を認識させるこ
とができる。さらに第２実施形態に係る情報処理装置２００は、候補楽曲抽出部２１２が
再生履歴楽曲の中からユーザが興味を示した楽曲と関連する履歴候補楽曲を抽出し、表示
部２０６を介してユーザに当該候補楽曲を認識させることができる。この結果、第２実施
形態に係る情報処理装置２００は、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異なるプ
レイリストへ誘導することが可能となる。さらに、第２実施形態に係る情報処理装置２０
０は、履歴プレイリスト生成部２１０が、再生履歴楽曲に基づいてユーザの楽曲嗜好を反
映する新しいプレイリストを生成することができる。この結果、第２実施形態に係る情報
処理装置２００は、ユーザに対して、再生中のプレイリストとは異なる、ユーザの嗜好を
より反映したプレイリストへ誘導することが可能となる。
【００７２】
　（第３実施形態）
　第３実施形態に係る情報処理装置３００は、候補楽曲抽出部１１８が抽出した候補楽曲
がいずれのプレイリストにも属していない場合においても、別のプレイリストに誘導する
点で、上記実施形態に係る情報処理装置１００、２００と異なる。したがって、この相違
点を中心に以下説明する。
【００７３】
　図１４は、第３実施形態に係る情報処理装置３００の機能構成を説明する機能ブロック
図である。なお、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲ファイルに基づいてプレ
イリストを生成等するための特徴量解析部１０６およびプレイリスト分類部１０８につい
ては、第１実施形態に係る情報処理装置１００と同一であるため、図１４においては省略
されている。
【００７４】
　図１４に示すように、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、第１実施形態に係る
情報処理装置１００と比較して、新プレイリスト生成部３０２をさらに備える。新プレイ
リスト生成部３０２は、候補楽曲抽出部１１８により抽出された候補楽曲がいずれのプレ
イリストにも属していない場合において、当該候補楽曲を含む新しいプレイリストを生成
するものである。以下、候補楽曲がいずれのプレイリストにも属していない場合における
、第３実施形態に係る情報処理装置３００の特徴的部分を中心に説明する。
【００７５】
　上述されたように、楽曲データベース１０２に保存されている楽曲は、プレイリスト分
類部１０８によって、楽曲の特徴量やアーティスト名などの拡張情報などに基づいて任意
のプレイリストに分類される。しかし、例えば、同一アーティストの楽曲、同一ジャンル
の楽曲、類似した特徴量を有する楽曲などがそれぞれ１曲しか楽曲データベース１０２に
保存されていない場合もある。したがって、例えば、プレイリスト分類部１０８が、拡張
情報であるアーティスト名に基づいてプレイリストを分類するように設定されている場合
、同一アーティストの楽曲が楽曲データベース１０２に１曲しか保存されていない場合も
想定される。一方、プレイリスト分類部１０８が、楽曲の特徴量に基づいてプレイリスト
を分類するように設定されている場合に、類似する楽曲が楽曲データベース１０２に保存
されていない場合なども想定される。このように、プレイリスト分類部１０８の分類基準
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により、ある楽曲がいずれのプレイリストにも属していない場合が想定される。これは、
例えば新しいシングルＣＤなどの楽曲が楽曲データベース１０２に保存された場合、また
はユーザがプレイリストの自動分類機能をオフにしている場合などに特に想定される。こ
のような場合において、第３実施形態に係る情報処理装置３００が、ユーザに対して、ど
のようにして再生中のプレイリストとは異なるプレイリストへ誘導するかを図１５～１７
を参照して説明する。
【００７６】
　図１５は、候補楽曲抽出部１１８が楽曲データベース１０２から抽出した候補楽曲がい
ずれのプレイリストにも属していない場合において、再生中のプレイリストとは異なる既
存のプレイリストへ移行する一例を示す説明図である。
【００７７】
　図１５に示すように、再生楽曲部１１０は、現在楽曲Ａ２を再生中であり、楽曲Ａ２は
プレイリストＡに属しているものと仮定する。この場合、楽曲再生部１１０は通常、楽曲
Ａ２の再生終了後には、プレイリストＡに属している楽曲Ａ３、Ａ４、Ａ５、Ａ６などを
順次再生していくこととなる。ここで、候補楽曲抽出部１１８は、再生中の楽曲Ａ２と関
連する楽曲Ｘ１を、特徴量や拡張情報などに基づいて楽曲データベース１０２から抽出す
る。ところが楽曲Ｘ１はプレイリストデータベース１０４に保存されているいずれのプレ
イリストにも属していない。したがって、プレイリスト抽出部１２０は、プレイリストデ
ータベース１０４からプレイリスト（第２のプレイリスト）を抽出することができない。
ここでユーザが次に再生される楽曲として候補楽曲Ｘ１を選択すると、楽曲再生部１１０
は、楽曲Ａ２の再生終了後に楽曲Ｘ１を再生する。しかしながら、楽曲Ｘ１はいずれのプ
レイリストにも属していないため、プレイリスト切り替え部１１６は、プレイリストを切
り替えることができない。したがって、楽曲再生部１１０は、楽曲Ｘ１の再生終了後には
、楽曲の再生自体を終了するか、もしくはリピート機能などにより再度プレイリストＡを
再生することとなる。この場合、プレイリストＡが繰り返し再生されることとなり、ユー
ザが新しいプレイリストを選択する契機が薄くなってしまう。
【００７８】
　ここで、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、以下の処理によりユーザに対して
、異なるプレイリストへ誘導することができる。
【００７９】
　ユーザがいずれのプレイリストにも属していない楽曲を選曲した場合、候補楽曲抽出部
１１８は、当該楽曲と関連し、かついずれかのプレイリストに属する楽曲を楽曲データベ
ース１０４から抽出する。図１５に示す例では、候補楽曲抽出部１１８は、いずれのプレ
イリストにも属していない楽曲Ｘ１に関連し、プレイリストＢに属している楽曲Ｂ１を抽
出する。例えば、プレイリスト分類部１０８が楽曲Ｘ１を、アーティスト名を基準として
プレイリスト分類した場合には、再生候補抽出部１１４は、楽曲の特徴量、発売年などの
、アーティスト名とは異なる別の観点から楽曲Ｘ１と関連する楽曲Ｂ１を抽出する。この
ように候補楽曲抽出部１１８は、いずれかのプレイリストに属し、かつ楽曲Ｘ１と関連す
る少なくとも１以上の楽曲を、種々の観点から抽出することとができる。さらに、プレイ
リスト抽出部１２０は、抽出された楽曲Ｂ１が属しているプレイリストＢをプレイリスト
データベース１０４から抽出する。なお、本実施形態において、プレイリスト抽出部１２
０によって抽出される、いずれのプレイリストにも属していない候補楽曲に関連する楽曲
が属しているプレイリストは、本発明の第４のプレイリストに相当するものである。
【００８０】
　この場合、プレイリスト切り替え部３０４は、楽曲再生部１１０が再生するプレイリス
トを、再生中のプレイリストＡ（第１のプレイリスト）からプレイリストＢ（第４のプレ
イリスト）に切り替える。これにより、楽曲再生部１１０は、楽曲Ｘ１の再生終了後、あ
るいはユーザが次曲選択などを入力することにより、楽曲Ｂ１の再生を開始する。その後
楽曲再生部１１０は、プレイリストＢに属する楽曲Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４、Ｂ５、Ｂ６などを
順次再生していくこととなる。また、抽出された楽曲Ｂ１およびプレイリストＢは、表示



(17) JP 4577412 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

部１１２によって表示され、ユーザは今後再生される楽曲およびプレイリストを視覚的に
認識することも可能である。
【００８１】
　なお、図１５においては、再生中のプレイリストＡからいずれのプレイリストにも属し
ていない１の楽曲Ｘ１のみを介してプレイリストＢに切り替える例について説明したが、
これに限定されるものではない。例えば、プレイリストＡからプレイリストＢに切り替え
る前に、２以上のいずれのプレイリストにも属していない楽曲を再生することも可能であ
る。すなわち、いずれのプレイリストにも属さない複数の楽曲を介して、プレイリストを
自動で切り替えることも当然に可能である。
【００８２】
　この結果第３実施形態に係る情報処理装置３００は、ユーザがいずれのプレイリストに
も属していない楽曲を選択した場合においても、ユーザに対して、プレイリストデータベ
ース１０４に保存されている別のプレイリストに自然に誘導することが可能である。
【００８３】
　次に上記と同様にユーザがいずれのプレイリストにも属していない楽曲を選択した場合
において、当該楽曲を含む新しいプレイリストを生成する新プレイリスト生成部３０２に
ついて説明する。図１６は、新プレイリスト生成部３０２が、いずれのプレイリストにも
属していない楽曲に基づいて新しいプレイリストを生成する一例を示す説明図である。
【００８４】
　図１６に示す例では、図１５に示した例と同様に、プレイリストＡに属する楽曲Ａ２を
再生中に、候補楽曲抽出部１１８が、楽曲Ａ２に関連し、かついずれのプレイリストにも
属していない楽曲Ｘ１を抽出した場合を仮定している。さらにこのとき、ユーザが次に再
生する楽曲として、候補楽曲Ｘ１を選択した場合を仮定する。このとき図１５を参照して
説明したように、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、楽曲Ｘ１に類似する楽曲Ｂ
１を含むプレイリストＢへ自然に切り替えることができる。さらに第３実施形態に係る情
報処理装置３００は、新プレイリスト生成部３０２を備えることにより、新しいプレイリ
ストを生成し、当該新プレイリストへ自然に切り替えることも可能とする。
【００８５】
　新プレイリスト生成部３０２は、プレイリストデータベース１０４に保存されているい
ずれのプレイリストにも属していない楽曲を含む複数の楽曲を関連付けた新しいプレイリ
ストを自動で生成するものである。図１６に示す例では、いずれのプレイリストにも属し
ていない楽曲Ｘ１を含むプレイリストＸを自動で生成している。新プレイリスト生成部３
０２は、例えば、楽曲Ｘ１の特徴量や、アーティスト名、アルバム、発売年などの拡張情
報などの種々の基準に基づいて新しいプレイリストＸを生成することができる。例えば、
プレイリスト分類部１０８がアーティスト名を基準としてプレイリストを生成・分類等し
た場合、楽曲Ｘ１と同一アーティストの楽曲が楽曲データベース１０２に保存されていな
ければ、楽曲Ｘ１はいずれのプレイリストにも属さないこととなる場合がある。このよう
な場合、新プレイリスト生成部３０２は、楽曲の特徴量、発売年などの、アーティスト名
とは異なる別の観点から楽曲Ｘ１と関連する楽曲を楽曲データベース１０２から抽出し、
新しいプレイリストＸを生成する。また、例えば、プレイリスト分類部１０８が特徴量を
基準としてプレイリストを生成・分類等した場合、楽曲Ｘ１と特徴量が類似する楽曲が楽
曲データベース１０２に保存されていなければ、楽曲Ｘ１はいずれのプレイリストにも属
さないこととなる場合もある。このような場合、新プレイリスト生成部３０２は、楽曲の
アーティスト名、発売年などの、特徴量とは異なる別の観点から楽曲Ｘ１と関連する楽曲
を抽出し、新しいプレイリストＸを生成する。このように新プレイリスト生成部３０２は
、いずれのプレイリストにも属していない楽曲Ｘ１と関連する楽曲を種々の観点から楽曲
データベース１０２から抽出し、楽曲Ｘ１を含む新しいプレイリストを生成することがで
きる。なお、本実施形態において、新プレイリスト生成部３０２によって生成される新し
いプレイリストは、本発明の第５のプレイリストに相当するものである。
【００８６】
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　この場合、プレイリスト切り替え部３０４は、楽曲再生部１１０が再生するプレイリス
トを、プレイリストＡ（第１のプレイリスト）からプレイリストＸ（第５のプレイリスト
）に切り替える。これにより、楽曲再生部１１０は、楽曲Ｘ１の再生終了後、あるいはユ
ーザが次曲選択などを入力することにより、楽曲Ｘ２の再生を開始する。その後楽曲再生
部１１０は、プレイリストＸに属する楽曲Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６などを順次再生
していくこととなる。また、生成されたプレイリストＸおよびプレイリストＸに属する楽
曲は、表示部１１２によって表示され、ユーザは今後再生される楽曲およびプレイリスト
を視覚的に認識することも可能である。
【００８７】
　その後プレイリストＸに含まれる楽曲Ｘ３の再生中に、同様にいずれのプレイリストに
も属していない楽曲Ｙ１が選択された場合、新プレイリスト生成部３０２は、楽曲Ｙ１を
含む複数の楽曲を関連付けた新しいプレイリストＹを生成することができる。
【００８８】
　次に、新プレイリスト生成部３０２による新しいプレイリストの生成の別の例について
図１７を参照して説明する。図１７は、新プレイリスト生成部３０２が、いずれのプレイ
リストにも属していない楽曲に基づいて新しいプレイリストを生成する別の例を示す説明
図である。
【００８９】
　図１７に示す例では、新プレイリスト生成部３０２は、図１６に示した例と同様に、い
ずれのプレイリストにも属していない楽曲Ｘ１を含む複数の楽曲を関連付けた新しいプレ
イリストＰを自動的に生成する。ここで図１７に示す例は、新プレイリスト生成部３０２
が、楽曲Ｘ１のみならず、過去に再生された少なくとも１以上の楽曲の特徴量や拡張情報
などに基づいて新しいプレイリストＰを生成している点で、図１６に示した例と異なる。
すなわち、新プレイリスト生成部３０２は、いずれのプレイリストにも属していない楽曲
Ｘ１と過去に再生された楽曲Ａ１およびＡ２との特徴量や、アーティスト名、アルバム、
発売年などの拡張情報に基づいて新しいプレイリストＰを生成している。
【００９０】
　例えば、楽曲Ａ１、Ａ２、Ｘ１は、アーティスト名も作曲者もアルバム名も異なるが、
発売年が同一である場合には、新プレイリスト生成部３０２は、当該発売年と同一の発売
年の楽曲Ｐ１、Ｐ２などを抽出し、新しいプレイリストＰを生成する。また、楽曲Ａ１、
Ａ２、Ｘ１の拡張情報に共通点は無いが、特徴量解析部１０６による解析結果に共通点が
ある場合、すなわち、曲自体の雰囲気やジャンルが共通する場合、類似する特徴量を有す
る楽曲Ｐ１、Ｐ２などを抽出し、新しいプレイリストＰを生成することもできる。このよ
うに、新プレイリスト生成部３０２は、いずれのプレイリストにも属していない楽曲と過
去に再生された少なくとも１以上の楽曲とに基づいて、種々の観点から新しいプレイリス
トを生成することができる。
【００９１】
　この場合、プレイリスト切り替え部３０４は、楽曲再生部１１０が再生するプレイリス
トを、プレイリストＡ（第１のプレイリスト）からプレイリストＰ（第５のプレイリスト
）に切り替える。これにより、楽曲再生部１１０は、楽曲Ｘ１の再生終了後、あるいはユ
ーザが次曲選択などを入力することにより、楽曲Ｐ１の再生を開始する。その後楽曲再生
部１１０は、プレイリストＰに属する楽曲Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｐ５、Ｐ６などを順次再生
していくこととなる。また、生成されたプレイリストＰおよびプレイリストＰに属する楽
曲は、表示部１１２によって表示され、ユーザは今後再生される楽曲およびプレイリスト
を視覚的に認識することも可能である。
【００９２】
　その後楽曲Ｐ２の再生中に、いずれのプレイリストにも属していない楽曲Ｙ１が選択さ
れた場合、新プレイリスト生成部３０２は同様に、楽曲Ｙ１を含む複数の楽曲を関連付け
たプレイリストＱを生成する。このとき新プレイリスト生成部３０２は、楽曲Ｙ１および
過去に再生された楽曲Ａ１、Ａ２、Ｘ１、Ｐ１、Ｐ２の特徴量や拡張情報などが関連する
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楽曲Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３などを楽曲データベース１０２から抽出し、楽曲Ｙ１を含む複数の
楽曲を関連付けた新しいプレイリストＱを生成する。
【００９３】
　また、新プレイリスト生成部３０２は、生成したプレイリストをプレイリストデータベ
ース１０４に格納する。したがって、ユーザは、今後楽曲再生部１１０が再生するプレイ
リストとして、本来いずれのプレイリストにも属していなかった楽曲を含む複数の楽曲を
関連付けた新しいプレイリストを選択することもできる。
【００９４】
　このようにして生成された新しいプレイリストは、ユーザが過去に聴いた楽曲の特徴量
や拡張情報などを考慮して生成されたものである。したがって、新プレイリスト生成部３
０２により生成されたプレイリストは、ユーザの楽曲嗜好を強く反映したプレイリストで
あるといえる。この結果、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、ユーザがいずれの
プレイリストにも属していない楽曲を選択した場合においても、ユーザの楽曲嗜好を強く
反映したプレイリストを自動的に生成し、当該プレイリストへ誘導することが可能である
。
【００９５】
　なお、図１５～１７に示す説明図は、本実施形態を説明する上での一例であり、これに
限定されるものではない。例えば、上記説明図に示された楽曲数以上の楽曲からプレイリ
ストを生成することも可能であり、上記拡張情報以外の他の観点からプレイリストを生成
等することも当然に可能である。また、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、図１
５～図１７に示したいずれかのプレイリスト切り替え方法を備えることも、複数のプレイ
リスト切り替え方法を備えることも可能である。第３実施形態に係る情報処理装置３００
が上記複数のプレイリスト切り替え方法を備える場合には、例えばユーザが任意に切り替
え方法を選択することができる設定機能などを備えてもよい。
【００９６】
　以上説明したように、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、ユーザが選択した楽
曲がいずれのプレイリストにも属していない場合においても、プレイリストデータベース
１０４に保存されている既存の別のプレイリスト（第４のプレイリスト）に自動で切り替
えることができる。また、第３実施形態に係る情報処理装置３００は、ユーザが選択した
楽曲がいずれのプレイリストにも属していない場合においても、当該楽曲の特徴量や拡張
情報などに基づいて、当該楽曲を含む複数の楽曲を関連付けた新しいプレイリスト（第５
のプレイリスト）を自動で生成することもできる。さらに、第３実施形態に係る情報処理
装置３００は、ユーザが選択したいずれのプレイリストにも属していない楽曲および過去
に再生された楽曲の特徴量や拡張情報などに基づいて、当該選択された楽曲を含む複数の
楽曲を関連付けた新しいプレイリストを自動で生成することもできる。この結果、第３実
施形態に係る情報処理装置３００は、ユーザに対して、新しいプレイリスト（第５のプレ
イリスト）へ誘導することが可能となる。
【００９７】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００９８】
　例えば、上記実施形態において参照した各図面は、上記実施形態を説明する上での一例
であり、本発明はかかる例に限定されない。例えば、上記実施形態において参照した各図
面と異なる楽曲数、プレイリスト数、ジャケット写真、特徴量、拡張情報、表示画面配置
等であってもよい。
【００９９】
　また、上記実施形態においては、音楽ファイルを再生する情報処理装置について中心に
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説明したが本発明はこれに限定されない。例えば、ニュース情報、英会話、動画ファイル
などの種々のコンテンツを再生することのできる、携帯電話、ＰＤＡ、パーソナルコンピ
ュータ、テレビゲーム装置などの各種の情報処理装置に適用することも当然に可能である
。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】第１実施形態に係る情報処理装置１００の機能ブロック図である。
【図２】第１実施形態に係る楽曲再生部１１０によるプレイリストの再生および再生候補
抽出部１１４による候補楽曲の抽出の一例を説明する概念図である。
【図３】第１実施形態に係るプレイリスト切り替え部１１６によるプレイリスト切り替え
の一例を示す説明図である。
【図４】第１実施形態に係る楽曲再生部１１０によるプレイリストの再生および再生候補
抽出部１１４による候補楽曲の抽出の別の例を示す説明図である。
【図５】第１実施形態に係るプレイリスト切り替え部１１６によるプレイリスト切り替え
の別の例を示す説明図である。
【図６】第１実施形態に係る表示部１１２の表示の一例を示す説明図である。
【図７】第１実施形態に係る表示部１１２の表示の別の例を示す説明図である。
【図８】第１実施形態に係る表示部１１２の表示のさらに別の例を示す説明図である。
【図９】第１実施形態に係る表示部１１２のサムネール表示の一例を示す説明図である。
【図１０】第２実施形態に係る情報処理装置２００の機能ブロック図である。
【図１１】第２実施形態に係る表示部２０６の再生履歴表示モードにおける表示の一例を
示す説明図である。
【図１２】第２実施形態に係るプレイリスト切り替え部２０８による、再生履歴に基づい
たプレイリスト切り替えの一例を示す説明図である。
【図１３】第２実施形態に係る履歴プレイリスト生成部２０４による、新規プレイリスト
の生成を説明するための概念図である。
【図１４】第３実施形態に係る情報処理装置３００の機能ブロック図である。
【図１５】第３実施形態に係るプレイリスト切り替え部３０４による、候補楽曲がいずれ
のプレイリストにも属していない場合における既存のプレイリストへの切り替え一例を示
す説明図である。
【図１６】第３実施形態に係る新プレイリスト生成部３０２による新しいプレイリスト生
成の一例を示す説明図である。
【図１７】第３実施形態に係る新プレイリスト生成部３０２による新しいプレイリスト生
成の別の例を示す説明図である。
【符号の説明】
【０１０１】
　１００、２００、３００　　情報処理装置
　１０２　　楽曲データベース
　１０４　　プレイリストデータベース
　１０６　　特徴量解析部
　１０８　　プレイリスト分類部
　１１０　　楽曲再生部
　１１２、２０６　　表示部
　１１４、２１０　　再生候補抽出部
　１１６、２０８、３０４　　プレイリスト切り替え部
　１１８、２１２　　候補楽曲抽出部
　１２０、２１４　　プレイリスト抽出部
　３０２　　新プレイリスト生成部
　６０２　　再生楽曲表示部
　６０４　　次曲候補表示部
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　６０６　　次曲候補選択部

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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